
平成29年度　海老名市財務４表の概要

経常費用　① 前年度末純資産残高
(1)　有形固定資産 (1)　地方債 １　業務費用 １　純行政コスト

(1)　人件費 （純行政コストに充てられた財源）

（職員給与費など） ２　財源
(2)　無形固定資産 (2)　その他 (2)　物件費等 （市税や国県支出金など）

（物品の購入、委託料など） ３　その他
（ソフトウェアなど） (3)　その他の業務費用 （資産形成に充てられた財源）

(3)　投資その他の資産 (1)　1年以内償還 （公債費の利払分など） 　本年度純資産変動額
　　 予定地方債 ２　移転支出 本年度末純資産残高

(有価証券など） (1)　補助金等
(2)　賞与等引当金 （負担金、補助金など）

(2)　社会保障給付
（児童手当、生活保護費など）

（3） (1)　他会計への繰出金
（他会計への繰出金）

（預り金など） (4)　その他
（補償料、寄附金など）

経常収益　②
(3)　その他の資産 １　使用料及び手数料 １　業務活動収支

（使用料及び手数料など）

（棚卸資産など） ２　その他
２　投資活動収支

純経常行政コスト
③＝①－②
臨時損失　④

３　財務活動収支
臨時収益　⑤

純行政コスト 本年度資金収支額
⑥＝③＋④－⑤ 前年度末資金残高

比例連結割合変更に伴う差額
高座清掃施設組合 本年度末資金残高
広域大和斎場組合

前年度末歳計外現金残高
本年度末歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

【ＢＳ】 【ＰＬ】 【ＮＷ】 【ＣＦ】 主な財務指標（単位：％）

468 467

（人件費や税収入などの経常的な
資金収支）

181,579

24,439 38,791
18,768 23,308

一般 連結

△ 34,707 △ 63,979

35,943 66,172

172,775 184,240

462 506

3,910 34,274

1,704 2,660
429 1,144

貸借対照表【BS：Balance　Ｓｈｅｅｔ】 行政コスト計算書【ＰＬ：Profit and Loss statement】 純資産変動計算書【ＮＷ：Net Worth statement】

（単位：百万円） (単位：百万円） (単位：百万円）

一般 連結 一般 連結 35,805 67,787
資産の部 負債の部 一般 連結

171,071

82 2,498 3,042 32,326
11,279 14,524

１
固
定
負
債

10,133

2,954 -

（翌年度以降償還予
定の地方債）

7,060 7,640

（退職手当引当金など）

２
流
動
負
債

2,661 3,881

211 1,156

17,037 44,479

31,123 77,711

資金収支計算書【ＣＦ：Cash Flow statement】

　その他の流動負
債 519 2,207

10,133

40 72

連結
(単位：百万円）

1,112 3,830 一般

3,641 5,216

34,707 63,979

0 2

14 24

692 1,553

420 2,277

△ 3,805 △ 6,264

73 1,756

1,481 3,604

34,693 63,957

一般 連結

固定資産 1,504 1,912
固定負債 208 537 経常費用 270

一般 連結 一般 連結

39

資産 一般 連結 負債・純資産 一般 連結

資産老朽化比率 62.1 53.5
純資産 1,305 1,391 臨時損失

一般 連結

純資産比率 84.7 70.3
512 前年度末残高 1,292 1,371 業務活動収支 27

0 0 本年度末純資産残高 1,305 1,391

１
固
定
資
産

(1)　現金預金

(2)　未収金

(3)　基金

(4)　徴収不能引当金

２
流
動
資
産

0 0
純資産の部

194,390 241,726

2,712 2,781

△ 15 △ 37

（事業・インフラ資産など）

4,611 8,995

1,907 4,832

純資産合計 172,775 184,240

負債合計

261,951資産合計 203,898 261,951 負債及び純資産合計 203,898

財務活動収支
流動資産 36 66

公共下水道事業会計 海老名市土地開発公社

市民一人あたりの財務４表（単位：千円）

対象範囲 一般会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計 神奈川県後期高齢者医療広域連合

4,311

全体財務4表

一般会計等会計財務４表

連結財務４表

500

海老名市財務４表の作成範囲

作成区分

- △ 1

519

502

521

臨時利益 0 0

（工事請負費や財産売払収入など
の資本形成活動に伴う資金収支）

（地方債などの管理に関する資金
収支）

△ 93 708

本年度末資金残高 10 33

1 13

本年度変動額 13 20 投資活動収支 △ 29 △ 47経常収益 8

1,388

純行政コスト 262 483
本年度末現金預金残高 14 36

19 19

1,907 4,832

1,978

流動負債 27 50 29

受益者負担率 3.1 5.6
資産合計 1,540 1,978 負債・純資産合計 1,540

平成30年３月31日現在の海老名市の財政状態（資産・負債・純資産の残高）を示しております。
資産合計に対する純資産の割合が、一般会計等では84.7％、連結では70.3％と高い値を示しております。
負債は将来世代の負担となりますが、資産に比べ非常に低い値となっており、将来世代の負担が軽減されて
おります。

会計期間中の海老名市の業績（費用と収益）を示します。現金
主義会計では捕捉することのできなかった、現金の支払いを伴わ
ない費用（減価償却費など）についても、発生主義会計では表示さ
れます。

会計期間中の海老名市の純資産が、どのような財源や要因で
増減したのかを示します。純資産の増加は、現役世代の負担に
よって、将来世代の負担が軽減されたことになります。

会計期間中の海老名市の資金の動きを明らかにするもので
す。


